
令和６年１月～３月におけるＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の認知・検挙状況等について

１ 概要
令和６年１月から３月末までに都道府県警察が認知したＳＮＳ型投資・ロマンス

詐欺に係る被害発生状況及び同期間におけるＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺の検挙状況に
ついて調査し（※）、取りまとめたもの。
（※）調査は、以下の分類に基づいて実施

〇 ＳＮＳ型投資詐欺
ＳＮＳ等を通じて対面することなく、交信を重ねるなどして関係を深めて信用させ、

投資金名目やその利益の出金手数料名目などで金銭等をだまし取る詐欺（ＳＮＳ型
ロマンス詐欺に該当するものを除く。）
〇 ＳＮＳ型ロマンス詐欺
ＳＮＳ等を通じて対面することなく、交信を重ねるなどして関係を深めて信用させ、

恋愛感情や親近感を抱かせて金銭等をだまし取る詐欺（令和５年調査は、相手方が外
国人又は海外居住者を名乗ったものを調査対象として実施。）

２ 認知状況（令和６年１月～３月）

認知件数 被害額

ＳＮＳ型投資詐欺 １，７００件 約２１９．３億円

ＳＮＳ型ロマンス詐欺 ６０３件 約６０．６億円

合計 ２，３０３件 約２７９．８億円

○ いずれも前年同期比で大幅に増加。
○ 特に、ＳＮＳ型投資詐欺については、認知件数及び被害額共に、昨年下半期に引
き続き急増。

○ ＳＮＳ型ロマンス詐欺の認知件数についても、昨年下半期からの増加傾向が継続。
被害額についても、引き続き高い水準で推移。
○ １件当たりの平均被害額については、ＳＮＳ型投資詐欺は約1,300万円であり、
ＳＮＳ型ロマンス詐欺は約1,000万円となっている。

○ 被害最高額については、ＳＮＳ型投資詐欺は４億5,000万円、ＳＮＳ型ロマンス詐
欺は約１億2,000万円となっている。

○ 被害者の年齢層については、ＳＮＳ型投資詐欺は男女共に50～60歳代が半数を超え、
ＳＮＳ型ロマンス詐欺は男性50～60歳代、女性40～50歳代が半数を超えている。

○ 被害者との当初の接触手段については、ＳＮＳ型投資詐欺はバナー等広告が約半
数、ＳＮＳ型ロマンス詐欺はダイレクトメッセージが約６割を占めている。

○ ＳＮＳ型ロマンス詐欺においても、詐取の名目は投資が７割以上を占めている。

３ 検挙状況（令和６年１月～３月）

検挙件数 検挙人員

ＳＮＳ型投資詐欺 ５件 ４人

ＳＮＳ型ロマンス詐欺 ４件 ５人

合計 ９件 ９人

４ 今後の対策
警察庁及び都道府県警察においては、令和６年３月に、ＳＮＳ型投資・ロマンス詐欺

への対策を抜本的に強化したところであり、引き続き、全国警察が一体となり、捜査と
抑止を両輪とする総合的対策を強力に推進していく。


























